
平成23年度　海老名市財務４表の概要

経常費用（総行政コスト）　① 前期末残高
(1)　資金 (1)　公債（短期） １　経常業務費用 当期変動額合計

(1)　人件費 (1)　純経常費用（純行政コスト）
（現金・預金など） （職員給与費など） （純経常費用に充てられた財源）

(2)　債権 (2)　その他 (2)　物件費 (2)　財源調達
（物品の購入など） （市税や国県支出金など）

（貸付金など） （賞与引当金など） (3)　経費 (3)　その他
(1)　公債 （委託料や報償費など） （資産形成に充てられた財源）

(4)　業務関連費用 期末純資産残高
(4)　投資等 （公債費の利払分など）

(2)　引当金 ２　移転支出
（基金など） (1)　他会計への移転支出

(1)　事業用資産 （他会計への繰出金）

（3） (2)　補助金等移転支出
（庁舎・学校など） （負担金、補助金など）

(2)　インフラ資産 (3)　社会保障関係費等移転支出
（児童手当、生活保護費など）

（道路・公園など） (4)　その他の移転支出
(3)　その他の資産 （補償料、寄附金など）

経常収益　②
（繰延資産） １　経常業務収益 期首資金残高

(1)　業務収益 当期資金収支額
（使用料及び手数料など） (1)　経常的収支

(2)　業務関連収益
（預金利息、雑入など）

純経常費用（純行政コスト） (2)　資本的収支
①－②

(3)　財務的収支他

高座清掃施設組合
広域大和斎場組合 期末資金残高

基礎的財政収支

【ＢＳ】 【ＰＬ】 【ＮＷＭ】 【ＣＦ】 主な財務指標

連結
連結

25

単体

期首資金残高
単体

純資産比率
△ 1

2,331

単体 連結

370

単体 連結

2,314前期末残高

純経常費用 341

基礎的財政収支

401

7

30 0

20 25

当期資金収支額

期末資金残高

0.87

実質純資産比率 0.62 0.61

0.87

0.070受益者負担率 0.078

21

313

2,339

8

2,339期末純資産残高

2,688 2,688

当期変動額 7経常収益

122

2,566

非流動負債

純資産

流動負債 32
金融資産

非金融資産

資産合計

116

2,548

2,664

普通会計財務４表

単体財務４表

単体 連結

市民一人あたりの財務４表（単位：千円）

資産 単体 連結 負債・純資産

国民健康保険事業特別会計
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（単位：百万円）
資産の部 負債の部

（人件費や税収入などの経常
的な資金収支）

純資産合計 294,380 296,572

資産合計 337,843 340,898

海老名市財務４表の作成範囲
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917 917

負債及び純資産合計

連結財務４表

337,843 340,898

作成区分

2,724 3,145
△ 239 △ 31

6,557 6,953

294,380 296,572

純資産変動計算書【ＮＷＭ：Net Worth Matrix】

単体 連結

(単位：百万円）

(単位：百万円）

資金収支計算書【ＣＦ：Cash Flow statement】
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貸借対照表【BS：Balance　Ｓｈｅｅｔ】 行政コスト計算書【ＰＬ：Profit and Loss statement】
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下水道事業特別会計
対象範囲

神奈川県後期高齢者医療広域連合

海老名市土地開発公社

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

一般会計

平成24年３月31日現在の海老名市の財政状態（資産・負債・純資産の残高）を示しております。
資産合計に対する純資産の割合が、単体では87.1％、連結では87.0％と高い値を示しております。
負債は将来世代の負担となりますが、資産に比べ非常に低い値となっており、将来世代の負担が軽減されてお
ります。

会計期間中の海老名市の業績（費用と収益）を示します。現金主
義会計では捕捉することのできなかった、現金の支払いを伴わな
い費用（減価償却費など）についても、発生主義会計では表示され
ます。

会計期間中の海老名市の純資産が、どのような財源や要因で
増減したのかを示します。純資産の増加は、現役世代の負担に
よって、将来世代の負担が軽減されたことになります。

会計期間中の海老名市の資金の動きを明らかにするものです。
経常的収支、資本的収支、財務的収支の三区分により表示しま
す。基礎的財政収支（プライマリーバランス）とは、行政サービス
に使う政策的経費を借金せずに税収などで賄えているかを見る
指標です。


